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１月２８日の例会報告 
会 長 の 時 間 
 本日は、大変お忙しい中、奈良県副知事の福谷
健夫様にお越しをいただきました。これからの県政
の在り様につきまして、いろいろとお話をいただくこ
とになると思いますが、もしよければ「ここだけのお
話なんですが」ということがあれば、ぜひお聞かせい
ただきたいとも思っております。よろしくお願いをい
たします。 
 さて、皆さん、新聞ニュース等で既にご承知かと存
じますが、先週の２０日、正式にトランプ氏が大統領
に就任されたわけでございます。ざっくりとその内容
をご紹介したいと思います。 
 冒頭の演説で、「アメリカの黄金時代が今から始ま
る」と、アメリカ第一主義を強調されました。まず、バ
イデン氏の７８の大統領令の撤回に始まり、南部の
国境に非常事態宣言を出して、メキシコからの不法
移民を取り締まる。エネルギー問題では「原油やシ
ェールガスを掘って掘って堀りまくる」と述べました。
また、パリ協定からの離脱やＷＨＯからの撤退、そし
て貿易政策では、メキシコとカナダに２５％の関税を
課すことを検討、電気自動車の義務化を撤回、アメ
リカ自動車産業を守り、グリーンニューディール政策
の終了を宣言、またかつてないような世界最強の軍
隊を築き上げると訴えております。パナマ運河の再
取得とメキシコ湾の名称をアメリカ湾に改称するとい
う意向も伝えました。そのほかにも、私たちロータリ
ーに関係することでは、ＤＥＩ、いわゆる多様性、公
平性、包摂性を撤回し、マイノリティーを優先するの
ではなく、実績や資質に基づく公平性を重視する。
性別は男と女の２つだけだと主張いたしました。 
 果たしてどれだけのことが実行されるのか、私たち
も真剣に注視しなければならないのですが、早くも
アメリカとの関係で、石破政権は正念場を迎えること
になるのか、余談を許さない状況にならないよう、全
身全霊で取り組んでいただきたいと思います。 

 ただ、個人的にはつくづく、心から安倍元首相が
生きておられたらと思う次第であります。 
幹 事 報 告 
◎第８回定例理事会のご案内 
 ２月４日（火）１１時３０分 経済会館４階 
ゲ ス ト 
福谷健夫様 （奈良県副知事 卓話講師） 
岡  侑輝様 （奈良県秘書課） 
誕 生 日 祝 
吉田泰清会員( 1月28日)脇本𠮷清会員( 1月30日) 
伊森隆敏会員( 1月31日)高橋正典会員( 2月 1日) 
結 婚 記 念 日 祝 
酒本良司会員( 1月28日)吉岡弘修会員( 1月31日) 
川中教正会員( 2月 2日)堀内邦郎会員( 2月 2日) 
村井善治会員( 2月 2日)中井謙之会員( 2月 3日) 
山田幸雄会員( 2月 3日)吉田泰清会員( 2月 3日) 
創 業 婚 記 念 日 祝 
岡本𠮷行会員( 2月 1日)東辻英郎会員( 2月 1日) 
委員会報告及びその他報告 
〇社会奉仕委員会  吉岡弘修委員長 
 本日、例会終了後、第２回社会奉仕委員会を開催
いたしますので、委員の方はお残りいただきますよう、
よろしくお願いいたします。 
ニ コ ニ コ 箱 
・大変、お忙しい中、当クラブにお越しいただき、あ
りがとうございます。後ほどの卓話、楽しみにしてお
ります。 池木啓仁会員 
・福谷奈良県副知事、ようこそ当クラブへ。卓話よろ
しくお願い申し上げます。 丸野正徳会員 
・福谷副知事をお迎えして。公務ご多忙の中お越し
いただき、誠にありがとうございます。甲村侑男会員 
・誕生日祝を頂いて。 
 脇本𠮷清会員 高橋正典会員 白井健雄会員 
 伊森隆敏会員 
・結婚記念日祝を頂いて。 
 吉岡弘修会員 酒本良司会員 堀内邦郎会員 
・来期の計画を作ることができました。従業員に感謝
します。 一ノ坪英二会員 
 
卓話「はじまりの奈良から未来へ!!」 
         奈良県副知事  福谷健夫 様 

 私は１９歳で県庁に入りまして、
５０年弱務めさせていただいてお
ります。管理職としては農林部長
を５年間させていただきました。
スイスに視察にまいりましたが、
スイスも奈良と同様、山が大変多
い場所です。観光・レクリエーショ

ン、林業、防災、生物多様性といった面を一つにま

 
「ハラスメントって」 
           
          弁護士 櫛田和代 様 
 

本日の例会 (２月４日) 

 
「消費者行動 広告の心理学 
         なぜ買いたくなる？」 
       社会心理学者 永野光朗 様 

次回の例会 (２月１８日) 

 



とめて管理しているフォレスターという資格がありまし
た。一方、日本では、同じ内容を林野庁、観光庁、
環境省、国土交通省が縦割りでやっております。そ
こで、一括的に管理する人材を養成しようということ
で、なら食と農の魅力創造国際大学校を作りました。 
 また、荒井知事の下、知事特命参与を４年１０か月
務めさせていただきました。そして、昨年の２月に現
在の山下知事から副知事にという要請を受けました。
山下知事が生駒市長であったときには、県の政策を
めぐって随分とやり合いましたし、選挙では荒井知
事を応援しておりましたので、そのことを山下知事に
相談いたしますと、「いや、そんなんかまわないよ。
職員との間に立って、風通しのいいようにしてほしい」
という言葉をいただきましたので、随分悩みましたが、
お引き受けすることにいたしました。 
 どうなるかと思っておりましたが、山下知事はフラン
クな方で、若い職員さんたちを知事室に呼んで、直
接意見交換をなさっています。また、新規採用職員
に対する訓示の中で、「飲みにケーションを大事に
しましょう」ということを言われて、新聞報道になった
りもしました。今までお仕えしてきた知事と比べると、
お若いということもありますが、事前に感じていたの
とは随分と違った印象を受けております。 
 私の過去の仕事の中で印象に残っているのは、開
発に関する仕事です。奈良県は近畿地方の中でも
特に規制が厳しい県です。市街化調整区域には基
本的には建物は建てられません。現状農地であると
ころでは農地転用が必要ですし、農業振興地域の
法律に基づく農用地区域、宅地造成工事等規制区
域、砂防指定地もあり、また山では森林法に基づく
林地開発許可も取らなければなりません。加えて、
奈良県の特に大きな特色としては、文化財に関わる
と発掘調査費用を全部事業者負担しなければなりま
せん。全面発掘ともなると、１０００平米の工場用地で
は２０００万円ほどのお金が余分にかかりますし、時
間がかかります。 
 そういったこともあり、奈良県では企業誘致が進ん
でおりませんでした。このような点について、できる
だけ短期間に発掘調査を終えるように変更がなされ
てきました。開発と保存をバランスよく行うことによっ
て、企業誘致が飛躍的に発展し、荒井知事の時代
には２００社近く企業誘致をすることができました。 
 しかし、私がおりました農林部署の立場から言いま
すと、工業団地を造るということは農地が減るというこ
とです。ただ、奈良県は兼業農家率が非常に高い
県です。要は、大阪府に勤めて、奈良の家で米作り
をする方が多いのが特徴です。ところが、担い手が
全部奈良県外に出られてしまい、耕作放棄地も増え
てきております。そこで、働く場所を近くに確保して、
兼業農家として農業をしてもらうということが大事で
はないかという考え方が出てまいりました。 
 つまり、工業団地、工場を誘致することで、兼業農
家としての成り立ちをお助けし、企業誘致が逆に農
業振興につながるのではないかということを考えて
取り組んでおります。 
 本日は「はじまりの奈良から未来へ!!」ということで、
県政の主な点についてお話をしたいと思います。県
民や事業者の安全と暮らしへの責任、子ども・若者・
未来への責任、そして豊かで活力のある奈良県を
作る責任を果たしてまいりたいと思います。 
 安全対策としては、まず想定される南海トラフ地震 
をはじめとした大規模災害に対する備えを行います。 
 
 
 
 

自助・共助の推進、防災活動体制の整備を考えて
おります。奈良県は南北に非常に長い県ですので、
南部と北部に分けて拠点を整備してまいります。ま
た、消防学校の整備や、盛土や宅地・建築物の安
全・安心の確保も目指しております。福祉の充実とし
ては、障害福祉の推進、地域包括ケアシステムの推
進を進めてまいります。続いて、医療の充実、最適
な医療サービスの提供、医大・県立系病院による安
定的な医療の提供も目指します。 
 ２点目の奈良県子ども・若者未来への責任としまし
ては、子ども・子育て支援の充実、女性活躍の推進、
ジェンダーギャップの解消をはじめとした社会全体
の意識構造の改革、困難な状況に置かれている子
育て世帯に対する相談体制支援等の充実、子ども
食堂への支援など、子どもの居場所作り、ヤングケ
アラー支援体制の充実、不登校・いじめ等に対する
支援も行ってまいります。教育の充実としては、高等
学校の授業料無償化支援、トイレ環境の改善、校舎
の老朽化対策を行います。 
 そして３点目の活力ある奈良県を作る責任につき
ましては、脱炭素社会の実現として、エネルギーを
作る・貯める・賢く使うために、再生可能エネルギー
の活用、蓄電池・水素等の活用による再エネ利用の
拡大、省エネ・節電等の推進、交通分野における脱
炭素として水素車の導入・普及啓発等に積極的に
取り組んでまいります。 
 工業・商業振興としては、人材確保、用地の確保、
生産性の向上と新規事業への強力な支援も併せて
行ってまいります。 
 観光につきましては、奈良県は全国でホテルの部
屋数が一番少ない県です。ホテル誘致としては、奈
良商工会議所の跡地にＪＲ東海にホテルを建ててい
ただくことになりました。 
 農業振興としましては、担い手の確保を目指して
おります。奈良はイチゴや柿の大産地ですが、大き
な利益を上げていただき、農家の方は潤っています
ので、さらなるブランド力の強化を行ってまいります。 
 林業については、奈良県の８割が山林です。根気
よく振興に努めておりますが、売れないと、木を切る
時期になっても切ることができませんので、川下対
策にも努めてまいります。 
 文化の振興としましては、飛鳥・藤原の宮都の世
界遺産登録はスムーズにいけば令和８年に認定を
受けられると聞いております。 
 また、スポーツ振興については、令和１３年の国ス
ポに向けて、医大の新駅のそばにアリーナを造り、
陸上競技場・武道場等改修に向けて取り組んでま
いりたいと思います。 
 南部・東部地域の振興としては、定住・交流の促
進を目指します。県の南部・東部振興課を通じ、縦
割り行政を打破して、ワンストップの窓口でご相談に
応じてまいります。 
 以上の３つの責任を果たすために、基盤整備、リ
ニア奈良新駅付近の早期確定、京奈和自動車道の
全通開通も目指してまいります。まちづくりの推進に
については、県と市町村が連携・協働してまいりま
す。関西広域連合にも全面加入しましたので、こち
らにも期待しております。県庁の働き方改革としては、
執務環境の整理、効率化を目指しております。 
 引き続き、山下知事の指導の下、県政推進に努力
していきますので、よろしくご支援ご協力をお願い申
し上げます。 

 
 
 
 

 
出席報告 
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出席 
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義務 
会員 
MU 

出席 
免除 
会員数 

免除 
会員 
出席数 

免除 
会員 
MU 

 
出席率 

1月 28日 89 58 45 13 0 31 22 1 83.95％ 
1月 21日 89 58 51 7 1 31 26 0 92.86％ 
1月 7日 89 58 53 5 0 31 23 1 93.90％ 

※食品ロスの削減に努めましょう。（１月２１日の弁当残数は６個） 


